
第 5 号議案

研修報告について

幸野溝土地改良区に主催していただき、尾方球三郎委員に

開催場所を提供いただき、無事に修了いたしました。

今後、当該箇所の経過観察を続けていきます。

毎年、熊本県多面的機能支払推進協議会が、

事業内容の変更や、

会検の指摘事項、

事務の行い方などについての説明を行う会議です。
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A： 2/5（月）目地補修実技研修会

B： 2/19（月）事務研修会



①安全管理について
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②期変わりについて
事業年度は５年間です。

第１期 平成２７年度～令和元年度

第２期 令和２年度～令和６年年度

第３期 令和７年度～令和１１年年度

令和６年度は、２期の完了手続きと、３期への継続手続きを

行わなければいけません。

　２期　完了手続きの内容

①地域資源保全管理構想の作成

各組織で作成、総会にはかる ６年４月～７年１月

運営委員会に全体分をはかる ７年３月

町に提出 ７年３月

②２期の活動計画書の最終変更

運営委員会にはかる ７年３月～７年４月

町に提出 ７年３月～７年４月

　３期　継続手続きの内容

①３期の活動計画書の作成

各組織で作成（様式あり）（事務局も手伝います）、総会にはかる

６年４月～７年１月

※取り組むと、１１年度まで必ず組織を継続させないといけないので、

３期に取り組むか慎重に吟味してください。

取り組まないという選択肢もあります。

※対象農地も慎重に検討して下さい。次ページ参照

運営委員会に全体分をはかる ７年３月

町に提出 ７年３月

町から認定を受ける ７年３月３１日までに。

※町から認定を受けないと、３期の支出が出来ません。

３期の支出は、4/1保険掛け金から始まるので

必ず3/31までに認定を受けないといけません。
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多面的機能交付金 令和 6 年 2 月 27 日

３期対策（令和７年度以降）からの対象農地の決定について
以下のスケジュールで進めますので、よろしくお願いします。

点検・機能診断、計画策定の際にあわせて行ってください。

別紙　令和５年度　現地調査　回答書の作成。

令和５年度の現地調査で指摘された農地を回り

役員会を開催し、

回答書を作成する。

※↑用紙は、皆越か星原から、代表様へお渡しします。

※令和５年度現地調査で指摘がなかった組織様は

作成不要です。

上記　回答書の提出。
代表様は、皆越か星原へ提出ください。

皆越か星原は町へ提出。

８月 上記回答書をもとに、町が現地調査実施。

９月 現地調査の結果、町が除外した方がいいと判断した

農地を除外します、という通知を、

皆越か星原より代表様へお渡ししますので

役員会を開催してください。

上記の役員会の結果、外さないでという要望などあれば

教えてください。

令和７年度の対象農地を
決定します。
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令
和
６
年

4月～５月

６月中旬まで
に

９月末までに

１０月中旬ま
でに

以下は2/27代表者会議の資料です。


